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下の内容が正しければ0

局所麻酔は局所へ麻酔薬を注射
（2）賛椎‾麻酔（・撃牒クモ慮下麻酔）

を注射し知覚神経を麻痺させる。X
麻

（紆脊椎麻酔イ斧嘩クモ膜下麻牒）の穿牒は脊髄が高尾神経
となるTbl2・以下の椎間から行う。〆

（4）髄液の比重はl・003－1・009（平均1・006）である。で

（古

く8滝
飾性に青む。b　　　　　　　　　　　　　　　　　’ハ

（7）気遣稚魚は用事的に行うことができる。筍

（81一般的な非脱分極牲藤池綴眉は捜抗できる。Q
も妙義管挿管時。直観下に声帯を洩ることは不可能である。メ

く10）肺動脈紛大庄は右心系前負荷の蒋層やあるメ‘

く・髄鞘を持つ繊維は麻酔薬が効きにくい。C〉　二

膿外麻酔は脊椎麻酔（脊鹿クモ躾下麻酔）に比べ、分
れ＿

の検査のうち象思慮を壌用■する竣且を選びなさい。（複

透視検査

学検査（シンチ検査）

王2以下の文章のうち蚤＿＿しいも＿申．を選びなj＼い。（複数可）

㊧芸子検査紅おいでは、検即は検査童画＝こ入るべきで輌

b　撼RI検査に∴鰐いては、検査中でなければ，・自由に検査章に入

野誓波検査におーいては・検査中でヤ検査垂内に入って、もよ

Ⅵ　核医学検査においでは、∵検査後の患者をしばらく解離しな

ければならないi

阜血管造影検査においてはこ検崖中は非常事態に備えるため
常に検査量内で患者の側にいなくてはならない．・

次頁あり
再

了
、
1

㌦

・
l

て

し

は

れ
畢
髄

い
知
育

臣
経
穿

ぼ
神
を
・

一

Vさなユ
丁

＿

■

■つを

痺⊥廃
し

を
耕

さ せ
辞

C

、。る薬

附
約
凋
机
離
緋

一
I
▲

l

波
検
管
検

）
管
で
化
‡

医
管

査検
査

査

変換影遼

∃
1
1
1
〉
．
．
、
、
．
．
、
．
．
．
T
：
‥
」
1
一
．
一
　
1
、
」
1
．
一
」
コ


